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●情報の「安全」という概念を導入しています。
●数理的な理論背景に基づき設計開発する方法を提供できます。
●コンピュータ制御システムのリスクを減らせます。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

工場などの生産ロボット制御用コンピュータは、インターネットなど外部ネットワークと接続されているもの
はわずかです。しかしながら、IoTの時代となり、製造機械に接続されたセンサーなどのデータをリアルタイ
ムで送信し、故障予測や、保守計画の立案に役立てるなどの事業が考えられます。また自動走行ロボット
が、クラウド上の人工知能と通信することも考えられます。いずれの場合でも、情報のフェイルセーフ化を可
能とします。

【研究シーズの概要】

●IoT時代の外部ネットワークに接続したコンピュータ制御

【産業界での展開・用途】

コンピュータ制御システムの
フェイルセーフ化

【研究シーズテーマ】

工学部 電子情報工学科 教授 荒木 智行
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研究分野：複合領域（社会・安全システム科学）

◎フェイルセーフ論理の原理 ◎システムイメージ
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